
第１回検討委員会後のご意見

■ 幼稚園の一時預かり事業

1

年間を通じた一時預かり事業実施を希望（令和3年4月から）

　・長時間の就労をしたい。

　・保育所に入れ就労したいが、入れないため。

　・実施する時は、早く周知してほしい。

2

一時預かり事業を利用する場合、利用料負担があるのであれば、利用をため

らう人もいる。

　・利用料が掛かるほうが、保護者のお迎えが遅くならないため、子どもに

　　余計な負担が掛からないのではないか。

■ 幼稚園バスについて

1

幼稚園バス運行に伴う弊害

・子どもの体力低下

・バス停でのトラブル（子ども同士、保護者同士、幼稚園教諭の対応に対す

　る不満など）。

・職員の負担（運行に伴う早出出勤など）

・経費

■ 認定こども園について

1

子どもに対して、保護者の就労状況による転園等の負担がない。

　・転園にともなう、体操服などの買い替えがない。

2

降園時間の違いによる子どもへの影響は少ない。

　・短時部、長時部によって降園時間が違うため、お迎えが遅い長時部の子

　　が寂しがるのではないかと大人は心配するが、実際は短時部の子が早く

　　帰りたいくないと思っているなど、影響はない。

3

小学校へのつながりがスムーズ。

　・保育園に通う子は、地域の子と交わる機会が少なかったが、認定こども

　　園で短時部の子と過ごすことで、地域での遊びなどの交わりが増え、小

　　学校生活もスムーズに過ごせる。

4

幼保連携型の認定こども園について聞きたい。

　・認定こども園がどんなものかわからず抵抗のある保護者もいると思う。

　　認定こども園の先生に、どんな所か、現状などを聞ける場があったらい

　　い。

5

認定こども園を利用したくない（27.2％：未就学児保護者ニーズ調査）と考

える理由は。

　・心理的不安や集団規模が大きくなることでは。



6 認定こども園、待機児童についての民間保育園園長の意見を聞きたい。

7 民間保育園の存続も頭に入れての協議が重要。

8 幼稚園・保育園を利用する保護者の思いや意見を聞きたい。

9

充足率が低い幼稚園を２つ維持管理し続けるのは、経費面でも保育士確保の

面でももったいない。

■ 保育士確保・質の向上について

1

保育士・保育教諭の質の向上について聞きたい。

　・園内研修の充実や保育園勤務経験の有無

　・２年前に保育指針の改訂があったが研修しているか

　・認定こども園は、幼稚園教諭と保育士両方の仕事をすることになる。

　　早くから両方の現場を経験する必要がある（特に保育現場）。

2

保育士の働き方

　・就労可能な時間帯で保育士を募集している。引き継ぎは連絡ノートで。

　　現場は、苦労しながらやっている。

　・他市町では、保育士が事務職に回っている例もある。

3

保育園、幼稚園、小学校の先生の交流は重要。

　・現場の先生方が良好な関係であると、子ども達も安定した環境ですご

　　すことができる。


